
求
め
ら
れ
る
賃
金
格
差
是
正

清
水
事
業
所
で
は
、
開
発
、
設
計
、

試
作
、
品
証
、
製
造
な
ど
、
み
ん
な
が

協
力
体
制
で
取
組
む
業
務
が
多
く
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
職
場
の
連
帯
が
崩
壊

し
、
業
務
の
円
滑
な
進
行
が
妨
害
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一

つ
に
賃
金
格
差
が
あ
り
ま
す
。
例
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
平
成
二
十
年
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
の
結
果
に
よ
る
、
様
々

な
賃
金
格
差
を
下
の
グ
ラ
フ
に
示
し
ま

す
。

問
題
①
直
接
員
と

間
接
員
の
賃
金
格
差

直
接
員
（
生
産
労
働
者
）
と
間
接
員

（
管
理
・
事
務
・
技
術
労
働
者
）
と
の

格
差
は
、
元
々
、
職
工
と
社
員
と
の
身

分
差
別
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
古
い
差
別
を
廃
止
し
、
賃
金
を
一

元
化
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
賃

金
は
生
活
費
を
基
本
に
、
肉
体
の
消
耗

度
や
、
仕
事
の
困
難
さ
に
よ
っ
て
決
め

る
べ
き
で
す
。

問
題
②
正
規
社
員
と

非
正
規
社
員
の
賃
金
格
差

現
代
の
非
正
規
社
員
は
、
従
来
の
よ

う
な
家
計
補
助
的
な
パ
ー
ト
と
は
異
な

り
、
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
る
世

帯
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
不
安
の

リ
ス
ク
の
大
き
い
非
正
規
社
員
は
、
正

社
員
よ
り
も
高
い
賃
金
を
支
払
う
の
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
原
則
で
す
。
人
件
費

の
削
減
と
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
非
正

規
社
員
を
利
用
し
て
い
る
日
本
の
企
業

は
、
法
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
、
ル
ー
ル

違
反
で
す
。

問
題
③
男
女
間
の
賃
金
格
差

日
本
の
男
女
差
別
が
大
き
い
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
男

性
の
異
常
な
長
時
間
労
働
を
前
提
と
し

て
、
裁
量
勤
務
な
ど
残
業
手
当
を
賃
金

の
中
に
盛
り
込
み
、
格
差
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
男
性
が
家
族
的
責
任
を
果
た

す
よ
う
に
、
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
こ
そ
、
男
女
差
別
解
消
の
前
提
条
件

で
す
。
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